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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年9月24日(2009.9.24)

【公表番号】特表2009-528354(P2009-528354A)
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【手続補正書】
【提出日】平成21年8月5日(2009.8.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　式（Ｉ）：
【化１】

［式中、
　Ｘは
　１）－（ＣＲ２

２）ｎＣ（Ｏ）ＯＲ１、
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　２）－（ＣＲ２
２）ｎＣ（Ｏ）ＮＲ１

２、
　３）－（ＣＲ２

２）ｎＣ（Ｏ）Ｒ１、
　４）－（ＣＲ２

２）ｎＯＣ（Ｏ）ＮＲ１
２、

　５）－（ＣＲ２
２）ｎアリール、ここで、アリールは１つ以上の置換基で置換されてい

てもよく、
　６）－（ＣＲ２

２）ｎＣ（Ｏ）ＮＲ１（ＣＲ２
２）ｍＮＲ１

２、
　７）－（ＣＲ２

２）ｎＣ（Ｏ）ＮＲ１（ＣＲ２
２）ｍＮＲ１Ｃ（Ｏ）Ｒ１、

　８）－（ＣＲ２
２）ｎＣ（Ｏ）ＮＲ１（ＣＲ２

２）ｎＯＲ１、又は
　９）－（ＣＲ２

２）ｎＣ（Ｏ）ＮＲ１（ＣＲ２
２）ｎＣ（Ｏ）ＮＲ１

２であり；
　Ｙは非置換若しくは置換されたアリール、又は非置換若しくは置換されたチエニル若し
くはピリジニルであり；
　Ｚはアリール又はヘテロアリールであり；
　ＲはＨ又は非置換若しくは置換されたＣ１－Ｃ６アルキルであり；
　Ｒ１は独立して、Ｈ、Ｃ１－Ｃ６アルキル、－（ＣＲ２

２）ｎアリール、及び－（ＣＲ
２

２）ｎヘテロシクリルから選択され、ここで、当該アルキル、アリール又はヘテロシク
リルは１つ以上の置換基で置換されていてもよく；
　Ｒ２及びＲ３は独立して、Ｈ、非置換若しくは置換されたＣ１－Ｃ６アルキル、及び（
ＣＲ２

２）ｎアリールから選択され；
　Ｒ４は
　１）－（ＣＲ２

２）ｎＮＲ５
２、

　２）－（ＣＲ２
２）ｎＮＲ５Ｃ（Ｏ）Ｒ５、

　３）－（ＣＲ２
２）ｎＮＲ５Ｃ（Ｏ）ＯＲ５、

　４）－（ＣＲ２
２）ｎヘテロシクリル、

　５）－（ＣＲ２
２）ｎＮＲ５Ｓ（Ｏ）２Ｒ５、又は

　６）－（ＣＲ２
２）ｎＮＲ５Ｃ（Ｏ）ＮＲ５

２であり、
　ここで、ヘテロシクリルは１つ以上の置換基で置換されていてもよく；
Ｒが非置換若しくは置換されたＣ１－Ｃ６アルキルであり、かつＲ４が－（ＣＲ２

２）ｎ

ヘテロシクリルでない場合、Ｒ及びＲ４が環化されて環系を形成してもよく；
　Ｒ５は独立して、Ｈ、Ｃ１－Ｃ６アルキル、－（ＣＲ２

２）ｎアリール及び－（ＣＲ２

２）ｎヘテロシクリルから選択され、ここで、アルキル、アリール又はヘテロシクリルは
１つ以上の置換基で置換されていてもよく；
　Ｒ８は非置換若しくは置換されたアリール、又は非置換若しくは置換されたヘテロアリ
ールであり；
　Ｒ１２はＮＨ２、ＮＲ５Ｃ（Ｏ）Ｒ５、ＮＲ５Ｃ（Ｏ）ＯＲ５、ＯＨ又はＮＨ－Ｂｏｃ
であり；
　ｍは１、２、又は３であり；
　ｎは独立して０、１、２、３又は４であり；
　ｐは０、１、２、３又は４であり；
　ｓは０、１又は２である］で表される化合物、又はその立体異性体若しくは薬学的に許
容され得る塩。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項５】
　アミノ［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］アミノ｝カルボニル
）フェニル］酢酸；
エチル＝アミノ［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］アミノ｝カル
ボニル）フェニル］アセテート；
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４－［１－アミノ－２－（メチルアミノ）－２－オキソエチル］－Ｎ－［２－アミノ－５
－（２－チエニル）フェニル］ベンズアミド；
Ｎ－［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］－４－（１，２－ジアミノ－２－オ
キソエチル）ベンズアミド；
４－｛１－アミノ－２－オキソ－２－［（２，２，２－トリフルオロエチル）アミノ］エ
チル｝－Ｎ－［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］ベンズアミド；
４－｛１－アミノ－２－［（２－メトキシフェニル）アミノ］－２－オキソエチル｝－Ｎ
－（４－アミノ－１－フェニル－１Ｈ－ピラゾール－３－イル）ベンズアミド；
４－［１－アミノ－２－（イソオキサゾール－３－イルアミノ）－２－オキソエチル］－
Ｎ－（４－アミノ－１－フェニル－１Ｈ－ピラゾール－３－イル）ベンズアミド；
４－［１－アミノ－２－オキソ－２－（ピリジン－２－イルアミノ）エチル］－Ｎ－（４
－アミノ－１－フェニル－１Ｈ－ピラゾール－３－イル）ベンズアミド；
４－｛１－アミノ－２－［（４－メチル－１，３－チアゾール－２－イル）アミノ］－２
－オキソエチル｝－Ｎ－（４－アミノ－１－フェニル－１Ｈ－ピラゾール－３－イル）ベ
ンズアミド；
４－｛１－アミノ－２－［（３－メトキシフェニル）アミノ］－２－オキソエチル｝－Ｎ
－（４－アミノ－１－フェニル－１Ｈ－ピラゾール－３－イル）ベンズアミド；
４－｛１－アミノ－２－［（４－シアノピリジン－２－イル）アミノ］－２－オキソエチ
ル｝－Ｎ－（４－アミノ－１－フェニル－１Ｈ－ピラゾール－３－イル）ベンズアミド；
４－［１－アミノ－２－（２，３－ジヒドロ－１，４－ベンゾジオキシン－６－イルアミ
ノ）－２－オキソエチル］－Ｎ－（４－アミノ－１－フェニル－１Ｈ－ピラゾール－３－
イル）ベンズアミド；
エチル＝［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］アミノ｝カルボニル
）フェニル］｛［（ピリジン－３－イルメトキシ）カルボニル］アミノ｝アセテート；
［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］アミノ｝カルボニル）フェニ
ル］｛［（ピリジン－３－イルメトキシ）カルボニル］アミノ｝酢酸；
ピリジン－３－イルメチル＝［１－［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェ
ニル］アミノ｝カルボニル）フェニル］－２－（メチルアミノ）－２－オキソエチル］カ
ルバメート；
ピリジン－３－イルメチル＝｛２－アミノ－１－［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チ
エニル）フェニル］アミノ｝カルボニル）フェニル］－２－オキソエチル｝カルバメート
；
ピリジン－３－イルメチル＝［１－［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェ
ニル］アミノ｝カルボニル）フェニル］－２－（エチルアミノ）－２－オキソエチル］カ
ルバメート；
ピリジン－３－イルメチル＝［１－［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェ
ニル］アミノ｝カルボニル）フェニル］－２－（イソプロピルアミノ）－２－オキソエチ
ル］カルバメート；
ピリジン－３－イルメチル＝［１－［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェ
ニル］アミノ｝カルボニル）フェニル］－２－（ジメチルアミノ）－２－オキソエチル］
カルバメート；
（アセチルアミノ）［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］アミノ｝
カルボニル）フェニル］酢酸；
４－［１－（アセチルアミノ）－２－オキソ－２－ピロリジン－１－イルエチル］－Ｎ－
［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］ベンズアミド；
４－［１－（アセチルアミノ）－２－アミノ－２－オキソエチル］－Ｎ－［２－アミノ－
５－（２－チエニル）フェニル］ベンズアミド；
４－［１－（アセチルアミノ）－２－（メチルアミノ）－２－オキソエチル］－Ｎ－［２
－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］ベンズアミド；
４－［１－（アセチルアミノ）－２－（ジメチルアミノ）－２－オキソエチル］－Ｎ－［
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２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］ベンズアミド；
４－［１－（アセチルアミノ）－２－（イソプロピルアミノ）－２－オキソエチル］－Ｎ
－［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］ベンズアミド；
４－［１－（アセチルアミノ）－２－（エチルアミノ）－２－オキソエチル］－Ｎ－［２
－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］ベンズアミド；
ｔｅｒｔ－ブチル＝［２－（｛４－［１－（アセチルアミノ）－２－（メチルアミノ）－
２－オキソエチル］ベンゾイル｝アミノ）－４－（２－チエニル）フェニル］カルバメー
ト；
Ｎ－［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］－４－［２－（メチルアミノ）－２
－オキソ－１－ピロリジン－１－イルエチル］ベンズアミド；
［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］アミノ｝カルボニル）フェニ
ル］（ピロリジン－１－イル）酢酸；
Ｎ－［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］－４－［２－（イソプロピルアミノ
）－１－（４－メチルピペリジン－１－イル）－２－オキソエチル］ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノ－５－チエン－２－イルフェニル）－４－｛１－アゼチジン－１－イル
－２－［（４－メチルフェニル）アミノ］－２－オキソエチル｝ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノ－５－チエン－２－イルフェニル）－４－［１－（ジエチルアミノ）－
２－（イソプロピルアミノ）－２－オキソエチル］ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノ－５－チエン－２－イルフェニル）－４－［１－アゼチジン－１－イル
－２－（イソプロピルアミノ）－２－オキソエチル］ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノ－５－チエン－３－イルフェニル）－５－［２－［（４－クロロフェニ
ル）アミノ］－１－（４－メチルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］チオフェ
ン－２－カルボキサミド；
Ｎ－（２－アミノ－５－チエン－２－イルフェニル）－５－［２－［（４－クロロフェニ
ル）アミノ］－１－（４－メチルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］チオフェ
ン－２－カルボキサミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－［１－（ベンゾイルアミノ）－２－（ベンジルアミノ
）－２－オキソエチル］ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－［１，２－ビス（ベンジルアミノ）－２－オキソエチ
ル］ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－｛２－（ベンジルアミノ）－２－オキソ－１－［（２
－フェニルエチル）アミノ］エチルベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－｛１－（ベンゾイルアミノ）－２－［（４－クロロフ
ェニル）アミノ］－２－オキソエチル｝ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－｛２－［（４－クロロフェニル）アミノ］－２－オキ
ソ－１－［（フェニルアセチル）アミノ］エチル｝ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－｛２－［（４－クロロフェニル）アミノ］－２－オキ
ソ－１－［（３－フェニルプロパノイル）アミノ］エチル｝ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－｛１－（ベンゾイルアミノ）－２－［（４－メチルフ
ェニル）アミノ］－２－オキソエチル｝ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－［１－（ベンゾイルアミノ）－２－（２－ナフチルア
ミノ）－２－オキソエチル］ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－｛２－［（４－メチルフェニル）アミノ］－２－オキ
ソ－１－［（フェニルアセチル）アミノ］エチル｝ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－｛２－［（４－メトキシフェニル）アミノ］－２－オ
キソ－１－［（フェニルアセチル）アミノ］エチル｝ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－｛２－（２－ナフチルアミノ）－２－オキソ－１－［
（フェニルアセチル）アミノ］エチル｝ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－｛２－［（４－メチルフェニル）アミノ］－２－オキ
ソ－１－［（３－フェニルプロパノイル）アミノ］エチル｝ベンズアミド；
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Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－｛２－［（４－メトキシフェニル）アミノ］－２－オ
キソ－１－［（３－フェニルプロパノイル）アミノ］エチル｝ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－｛２－（２－ナフチルアミノ）－２－オキソ－１－［
（３－フェニルプロパノイル）アミノ］エチル｝ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－［２－（ベンジルアミノ）－１－（４－メチルピペラ
ジン－１－イル）－２－オキソエチル］－ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－［２－［（４－クロロフェニル）アミノ］－１－（４
－エチルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－［２－［（４－クロロフェニル）アミノ］－１－（４
－メチルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－［１－（４－メチルピペラジン－１－イル）－２－（
２－ナフチルアミノ）－２－オキソエチル］ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－｛２－［（４－クロロフェニル）アミノ］－１－［（
３Ｓ）－３－メチルピペラジン－１－イル］－２－オキソエチル｝ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－［２－（２－ナフチルアミノ）－２－オキソ－１－ピ
ペラジン－１－イルエチル］ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－［２－（２－ナフチルアミノ）－２－オキソ－１－（
４－フェニルピペラジン－１－イル）エチル］ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－｛２－（２－ナフチルアミノ）－２－オキソ－１－［
４－（２－フェニルエチル）ピペラジン－１－イル］エチル｝ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－［１－モルホリン－４－イル－２－（２－ナフチルア
ミノ）－２－オキソエチル］ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－６－｛２－［（４－クロロフェニル）アミノ］－２－オキ
ソ－１－［（３－フェニルプロパノイル）－アミノ］エチル｝ニコチンアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－６－［１－（４－メチルピペラジン－１－イル）－２－（
２－ナフチルアミノ）－２－オキソエチル］ニコチンアミド；
Ｎ－（４－アミノビフェニル－３－イル）－４－［２－［（４－クロロフェニル）アミノ
］－１－（４－メチルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］ベンズアミド；
Ｎ－（４－アミノビフェニル－３－イル）－４－［２－［（４－クロロフェニル）アミノ
］－１－（４－メチルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］ベンズアミド；
Ｎ－（４－アミノビフェニル－３－イル）－６－［１－（４－メチルピペラジン－１－イ
ル）－２－（２－ナフチルアミノ）－２－オキソエチル］ニコチンアミド；
Ｎ－（４－アミノビフェニル－３－イル）－６－［２－（ベンジルアミノ）－１－（４－
メチルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］ニコチンアミド；
Ｎ－（４－アミノビフェニル－３－イル）－６－［２－［（４－メチルフェニル）アミノ
］－１－（４－メチルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］ニコチンアミド；
Ｎ－（４－アミノビフェニル－３－イル）－６－［２－［（４－クロロフェニル）アミノ
］－１－（４－メチルピペラジン－１－イル）－２－オキソエチル］ニコチンアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－［３－［（４－クロロフェニル）アミノ］－２－（４
－メチルピペラジン－１－イル）－３－オキソプロピル］ベンズアミド；
Ｎ－（２－アミノフェニル）－４－［２－（４－メチルピペラジン－１－イル）－３－（
２－ナフチルアミノ）－３－オキソプロピル］ベンズアミド；
Ｎ－（４－アミノビフェニル－３－イル）－４－［３－［（４－クロロフェニル）アミノ
］－２－（４－メチルピペラジン－１－イル）－３－オキソプロピル］ベンズアミド；
Ｎ－（４－アミノビフェニル－３－イル）－４－［３－（ベンジルアミノ）－２－（４－
メチルピペラジン－１－イル）－３－オキソプロピル］ベンズアミド；
Ｎ－（４－アミノビフェニル－３－イル）－４－［３－［（４－メトキシフェニル）アミ
ノ］－２－（４－メチルピペラジン－１－イル）－３－オキソプロピル］ベンズアミド；
Ｎ－（４－アミノビフェニル－３－イル）－４－［３－［（４－メチルフェニル）アミノ
］－２－（４－メチルピペラジン－１－イル）－３－オキソプロピル］ベンズアミド；
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Ｎ－（４－アミノビフェニル－３－イル）－４－［２－（４－メチルピペラジン－１－イ
ル）－３－（２－ナフチルアミノ）－３－オキソプロピル］ベンズアミド；
４－｛［（２－アミノフェニル）アミノ］カルボニル｝－Ｎα－ベンゾイル－Ｎ－（４－
クロロフェニル）フェニル－アラニンアミド；
Ｎ－（４－アミノビフェニル－３－イル）－４－［４－［（４－クロロフェニル）アミノ
］－３－（４－メチルピペラジン－１－イル）－４－オキソブチル］ベンズアミド；
Ｎ－（４－アミノビフェニル－３－イル）－４－［４－（ベンジルアミノ）－３－（４－
メチルピペラジン－１－イル）－４－オキソブチル］ベンズアミド；
Ｎ－（４－アミノビフェニル－３－イル）－４－［３－（４－メチルピペラジン－１－イ
ル）－４－（２－ナフチルアミノ）－４－オキソブチル］ベンズアミド；
Ｎ－（４－アミノビフェニル－３－イル）－４－［４－［（４－メチルフェニル）アミノ
］－３－（４－メチルピペラジン－１－イル）－４－オキソブチル］ベンズアミド；
Ｎ－（４－アミノビフェニル－３－イル）－４－［４－［（４－メトキシフェニル）アミ
ノ］－３－（４－メチルピペラジン－１－イル）－４－オキソブチル］ベンズアミド；
ベンジル＝［（１Ｓ）－１－［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］
アミノ｝カルボニル）ベンジル］－２－（エチルアミノ）－２－オキソエチル｝カルバメ
ート；
ベンジル＝［（１Ｓ）－１－［４－（｛［２－アミノ－５－（３－チエニル）フェニル］
アミノ｝カルボニル）ベンジル］－２－（エチルアミノ）－２－オキソエチル｝カルバメ
ート；
ベンジル＝［（１Ｓ）－１－［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］
アミノ｝カルボニル）ベンジル］－２－（メチルアミノ）－２－オキソエチル］カルバメ
ート；
ベンジル＝［（１Ｓ）－１－［４－（｛［２－アミノ－５－（３－チエニル）フェニル］
アミノ｝カルボニル）ベンジル］－２－（メチルアミノ）－２－オキソエチル］カルバメ
ート；
ベンジル＝［（１Ｓ）－１－［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］
アミノ｝カルボニル）ベンジル］－２－（４－メチルピペラジン－１－リル）－２－オキ
ソエチル］カルバメート；
ベンジル＝［（１Ｓ）－１－［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］
アミノ｝カルボニル）ベンジル］－２－モルホリン－４－イル－２－オキソエチル］カル
バメート；
ベンジル＝［（１Ｓ）－１－［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］
アミノ｝カルボニル）ベンジル］－２－｛［２－（ジメチルアミノ）エチル］アミノ｝－
２－オキソエチル］カルバメート；
ベンジル＝［（１Ｓ）－１－［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］
アミノ｝カルボニル）ベンジル］－２－（ベンジルアミノ）－２－オキソエチル］カルバ
メート；
ベンジル＝｛（１Ｓ）－２－アミノ－１－［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル
）フェニル］アミノ｝カルボニル）ベンジル］－２－オキソエチル｝カルバメート；
（２Ｓ）－３－［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］アミノ｝カル
ボニル）フェニル］－２－｛［（ベンジルオキシ）カルボニル］アミノ｝プロパン酸；
ベンジル＝［（１Ｓ）－１－［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］
アミノ｝カルボニル）ベンジル］－２－（ジメチルアミノ）－２－オキソエチル］カルバ
メート；
ベンジル＝［（１Ｓ）－１－［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］
アミノ｝カルボニル）ベンジル］－２－（イソプロピルアミノ）－２－オキソエチル］カ
ルバメート；
ベンジル＝［（１Ｓ）－１－［４－（｛［２－アミノ－５－（３－チエニル）フェニル］
アミノ｝カルボニル）ベンジル］－２－オキソ－２－（プロピルアミノ）エチル］カルバ
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メート；
ベンジル＝［（１Ｓ）－１－［４－（｛［２－アミノ－５－（３－チエニル）フェニル］
アミノ｝カルボニル）ベンジル］－２－（シクロプロピルアミノ）－２－オキソエチル］
カルバメート；
ベンジル＝｛（１Ｓ）－１－［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］
アミノ｝カルボニル）ベンジル］－２－［（２－メトキシエチル）アミノ）－２－オキソ
エチル｝カルバメート；
ベンジル＝（（１Ｓ）－１－［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］
アミノ｝カルボニル）ベンジル］－２－｛［２－（ジメチルアミノ）－２－オキソエチル
］アミノ｝－２－オキソエチル）カルバメート；
ベンジル＝｛（１Ｓ）－１－［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］
アミノ｝カルボニル）ベンジル］－２－［［２－（ジメチルアミノ）－２－オキソエチル
］（メチル）アミノ］－２－オキソエチル｝カルバメート；
ベンジル＝｛（１Ｓ）－２－｛［２－（アセチルアミノ）エチル］アミノ｝－１－［４－
（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］アミノ｝カルボニル）ベンジル］－
２－オキソエチル｝カルバメート；
ベンジル＝｛（１Ｓ）－２－（｛２－［アセチル（メチル）アミノ］エチル｝アミノ）－
１－［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］アミノ｝カルボニル）ベ
ンジル］－２－オキソエチル｝カルバメート；
ベンジル＝［１（Ｓ）－（４－｛［４－アミノ－１－フェニル－１Ｈ－ピラゾール－３－
イル）アミノ］カルボニル｝ベンジル）－２－（メチルアミノ）－２－オキソエチル］カ
ルバメート；
４－［（２Ｓ）－２－（アセチルアミノ）－３－（メチルアミノ）－３－オキソプロピル
］－Ｎ－２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］ベンズアミド；
４－［（２Ｓ）－２－（アセチルアミノ）－３－（４－メチルピペラジン－１－イル）－
３－オキソプロピル］－Ｎ－２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］ベンズアミド
；
４－［（２Ｓ）－２－（アセチルアミノ）－３－モルホリン－４－イル－３－オキソプロ
ピル］－Ｎ－２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］ベンズアミド；
４－［（２Ｓ）－２－（アセチルアミノ）－３－｛［２－（ジメチルアミノ）エチル］ア
ミノ｝－３－オキソプロピル］－Ｎ－２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］ベン
ズアミド；
４－［（２Ｓ）－２－（アセチルアミノ）－３－（エチルアミノ）－３－オキソプロピル
］－Ｎ－［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］ベンズアミド；
４－［（２Ｓ）－２－（アセチルアミノ）－３－（ベンジルアミノ）－３－オキソプロピ
ル］－Ｎ－［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］ベンズアミド；
Ｎ－［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］－４－｛（２Ｓ）－２－［（メチル
スルホニル）アミノ］－３－モルホリン－４－イル－３－オキソプロピル｝ベンズアミド
；
Ｎ－［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］－４－｛（２Ｓ）－３－（エチルア
ミノ）－２－［（メチルスルホニル）アミノ］－３－オキソプロピル｝ベンズアミド；
Ｎ－［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］－４－｛（２Ｓ）－３－（ベンジル
アミノ）－２－［（メチルスルホニル）アミノ］－３－オキソプロピル｝ベンズアミド；
ピリジン－３－イルメチル＝［（１Ｓ）－１－［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエ
ニル）フェニル］アミノ｝カルボニル）ベンジル］－２－（エチルアミノ）－２－オキソ
エチル］カルバメート；
ピリジン－３－イルメチル＝［（１Ｓ）－１－［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエ
ニル）フェニル］アミノ｝カルボニル）ベンジル］－２－（メチルアミノ）－２－オキソ
エチル］カルバメート；
Ｎ－［（１Ｓ）－１－［４－（｛［２－アミノ－５－（３－チエニル）フェニル］アミノ
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｝カルボニル）ベンジル］－２－オキソ－２－（プロピルアミノ）エチル］チオフェン－
２－カルボキサミド；
４－［（２Ｓ）－２－アミノ－３－（エチルアミノ）－３－オキソプロピル］－Ｎ－［２
－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］ベンズアミド；
４－［（２Ｓ）－２－アミノ－３－（メチルアミノ）－３－オキソプロピル］－Ｎ－［２
－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］ベンズアミド；
４－（（２Ｓ）－２－アミノ－３－｛［２－（ジメチルアミノエチル］アミノ｝－３－オ
キソプロピル）－Ｎ－［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］ベンズアミド；
４－｛（２Ｓ）－２－アミノ－３－［（２－メトキシエチル）アミノ］－３－オキソプロ
ピル｝－Ｎ－［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］ベンズアミド；
２－アミノ－３－［４－（｛［２－アミノ－５－（３－チエニル）フェニル］アミノ｝カ
ルボニル）フェニル］プロパン酸；
エチル＝３－［４－（｛［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］アミノ｝カルボ
ニル）フェニル］－２－（ジメチルアミノ）プロパノエート；
４－［１－（アセチルアミノ）－２－アミノ－２－オキソエチル］－Ｎ－［２－（アセチ
ルアミノ）－５－（２－チエニル）フェニル］ベンズアミド；
Ｎ－［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］－４－｛２－（メチルアミノ）－１
－［（メチルスルホニル）アミノ］－２－オキソエチル｝ベンズアミド；
Ｎ－［２－アミノ－５－（２－チエニル）フェニル］－４－（２－（メチルアミノ）－１
－｛［（メチルアミノ）カルボニル］アミノ｝－２－オキソエチル）ベンズアミド；
４－｛１－［（アセチルアミノ）メチル］－２－アニリノ－２－オキソエチル｝－Ｎ－［
２－アミノ－５－（３－チエニル）フェニル］ベンズアミド；
Ｎ－［２－アミノ－５－（３－チエニル）フェニル］－４－［２－アニリノ－１－（｛［
（メチルアミノ）カルボニル］アミノ｝メチル）－２－オキソ－エチル］ベンズアミド；
Ｎ－［２－アミノ－５－（３－チエニル）フェニル］－４－｛２－アニリノ－１－［（ジ
メチルアミノ）メチル］－２－オキソエチル｝ベンズアミド；
４－｛１－［（アセチルアミノ）メチル］－２－アニリノ－２－オキソエチル｝－Ｎ－［
２－アミノ－５－（３－チエニル）フェニル］ベンズアミド；
４－［１－［（アセチルアミノ）メチル］－２－（メチルアミノ）－２－オキソエチル］
－Ｎ－［２－アミノ－５－（３－チエニル）フェニル］ベンズアミド；
４－［１－［（アセチルアミノ）メチル］－２－（ジメチルアミノ）－２－オキソエチル
］－Ｎ－［２－アミノ－５－（３－チエニル）フェニル］ベンズアミド；
４－｛１－［（アセチルアミノ）メチル］－２－モルホリン－４－イル－２－オキソエチ
ル｝－Ｎ－［２－アミノ－５－（３－チエニル）フェニル］ベンズアミド；
Ｎ－［２－アミノ－５－（３－チエニル）フェニル］－４－｛２－アニリノ－１－［（ジ
メチルアミノ）メチル］－２－オキソエチル｝ベンズアミド；
Ｎ－［２－アミノ－５－（３－チエニル）フェニル］－４－［１－［（ジメチルアミノ）
メチル］－２－（メチルアミノ）－２－オキソエチル］ベンズアミド；
Ｎ－［２－アミノ－５－（３－チエニル）フェニル］－４－（２－アニリノ－１－｛［（
メチルスルホニル）アミノ］メチル｝－２－オキソエチル）ベンズアミド；
Ｎ－［２－アミノ－５－（３－チエニル）フェニル］－４－（２－（メチルアミノ）－１
－｛［（メチルスルホニル）アミノ］メチル｝－２－オキソエチル）ベンズアミド；
Ｎ－［２－アミノ－５－（３－チエニル）フェニル］－４－（２－（ジメチルアミノ）－
１－｛［（メチルスルホニル）アミノ］メチル｝－２－オキソエチル）ベンズアミド；
Ｎ－［２－アミノ－５－（３－チエニル）フェニル］－４－［２－アニリノ－１－（｛［
（メチルアミノ）カルボニル］アミノ｝メチル）－２－オキソエチル］ベンズアミド；
Ｎ－［２－アミノ－５－（３－チエニル）フェニル］－４－［２－（メチルアミノ）－１
－（｛［（メチルアミノ）カルボニル］アミノ｝メチル）－２－オキソエチル］ベンズア
ミド；
Ｎ－［２－アミノ－５－（３－チエニル）フェニル］－４－［２－（ジメチルアミノ）－
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１－（｛［（メチルアミノ）カルボニル］アミノ｝メチル）－２－オキソエチル］ベンズ
アミド；及び
［４－（｛［２－［（ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニル）アミノ］－５－（２－チエニル）
フェニル］アミノ｝カルボニル）フェニル］（ピロリジン－１－イル）酢酸；
から選択される、請求項１記載の化合物、又はその立体異性体若しくは薬学的に許容され
得る塩。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３５２】
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